
第２章　事業別状況

１　水道事業（上水道事業及び簡易水道事業）

（１）事業数及び職員数

　　　事業数は３６となり、前年度と同数である。

　　　職員数は３４９人となり、前年度に比べ２人減少した。内訳を見ると、上水道が２９８人、簡易水道

　　が５１人となり、前年度に比べて上水道が２人減少した一方、簡易水道における増減はなかった。

表－２－１（１）　事業数

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

19 19 19 19 19  - -

 簡易水道 17 17 17 17 17  - -

 法 適 用  -  -  -  -  -  - -

 法非適用 17 17 17 17 17  - -

36 36 36 36 36  - -

 法 適 用 19 19 19 19 19  - -

 法非適用 17 17 17 17 17  - -

表－２－１（２）　職員数

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

345 332 328 300 298 △ 2 △ 0.7 

 簡易水道 53 49 48 51 51  -  - 

 法 適 用  -  -  -  -  -  -  - 

 法非適用 53 49 48 51 51  -  - 

398 381 376 351 349 △ 2 △ 0.6 

 法 適 用 345 332 328 300 298 △ 2 △ 0.7 

 法非適用 53 49 48 51 51  -  - 

（２）普及状況等

　　ア　普及状況

　　　　現在給水人口は９１４，５７８人となり、前年度に比べて８，２７３人減少した。内訳を見ると、

　　　上水道が７８９，１６３人、簡易水道が１２５，４１５人となり、前年度に比べてそれぞれ６，３３

　　　８人、１，９３５人減少した。

　　　　行政区域内人口に対する水道普及率は８８．２％であり、前年度から０．３ポイント増加した。

表－２－１（３）　水道の普及状況

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

1,089,841 1,076,165 1,063,353 1,049,666 1,036,369 △ 13,297 △ 1.3 

 上 水 道 867,519 863,441 850,200 850,200 848,876 △ 1,324 △ 0.2 

 簡易水道 182,489 181,100 180,944 177,181 170,910 △ 6,271 △ 3.5 

計　Ｂ 1,050,008 1,044,541 1,031,144 1,027,381 1,019,786 △ 7,595 △ 0.7 

 上 水 道 816,231 809,755 805,059 795,501 789,163 △ 6,338 △ 0.8 

 簡易水道 131,381 130,420 128,372 127,350 125,415 △ 1,935 △ 1.5 

計　Ｃ 947,612 940,175 933,431 922,851 914,578 △ 8,273 △ 0.9 

( Ｃ / Ａ ) 86.9 87.4 87.8 87.9 88.2 0.3  - 

( Ｃ / Ｂ ) 90.2 90.0 90.5 89.8 89.7 △ 0.1  - 

　（注）「秋田県の行政区域内人口(Ａ)」は決算統計積上げ値で住民基本台帳登録人口である。
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　　イ　稼働状況

　　　　１日配水能力は５５４，１８２ となり、前年度から増減はなかった。内訳を見ると、上水道は４

　　　８３，７７０ 、簡易水道は７０，４１２ となり、いずれも前年度から増減はなかった。

　　　　１日最大配水量は３７２，８２２ となり、前年度に比べて１，３１３ 増加した。内訳を見ると

　　　上水道は３１８，４５８ となり前年度に比べて４，８３８ 増加、簡易水道は５４，３６４ とな

　　　り前年度に比べて３，５２５ 減少した。

　　　　この結果、１日最大配水量の１日配水能力に対する割合である最大稼働率は、平均で６７．３％と

　　　なり、前年度に比べて３．０ポイント増加した。

　　　　また、１人当たり１日最大配水量は平均で４０７．６ となり、前年度に比べて５．０ 増加した。

　　　内訳をみると、上水道は４０３．５ となり、前年度に比べて９．３ 増加した一方、簡易水道は４３

　　　３．５ となり、前年度に比べて２１．１ 減少した。

表－２－１（４）　水道施設及び稼働状況

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増 減 (c) 増減率（％）

項 目 (a) (b) (b)-(a) (c)/(a)

 上 水 道 484,532 482,980 481,460 483,770 483,770  -  - 

 簡易水道 69,905 70,048 69,941 70,412 70,412  -  - 

計 554,437 553,028 551,401 554,182 554,182  -  - 

 上 水 道 345,036 339,560 324,666 313,620 318,458 4,838 1.5 

 簡易水道 56,745 57,118 55,653 57,889 54,364 △ 3,525 △ 6.1 

計 401,781 396,678 380,319 371,509 372,822 1,313 0.4 

 上 水 道 71.2 70.3 67.4 64.8 65.8 1.0  - 

 簡易水道 81.2 81.5 79.6 82.2 77.2 △ 5.0  - 

平均 72.5 71.7 69.0 67.0 67.3 0.3  - 

 上 水 道 422.7 419.3 403.3 394.2 403.5 9.3 2.4 

 簡易水道 431.9 438.0 433.5 454.6 433.5 △ 21.1 △ 4.6 

平均 424.0 421.9 407.4 402.6 407.6 5.0 1.2 

　（注１）最大稼働率＝１日最大配水量÷１日配水能力

　（注２）１人当たり１日最大配水量＝１日最大配水量÷現在給水人口

　　ウ　利用状況

　　　　年間総配水量は１１３，３９０千 となり、前年度に比べて７０４千 減少した。内訳を見ると、上

　　　水道が９７，７８３千 、簡易水道が１５，６０７千 となり、前年度に比べてそれぞれ５３８千 、

　　　１６６千 減少した。

　　　　年間総有収水量は９５，３３１千 となり、前年度に比べて９８９千 減少した。内訳を見ると、上

　　　水道が８２，９０３千 、簡易水道が１２，４２８千 となり、前年度に比べてそれぞれ６２０千 、

　　　３６９千 減少した。

　　　　有収率は８４．１％となり、前年度に比べて０．３ポイント減少した。

　　　　１日平均配水量の１日配水能力に対する割合である施設利用率は５５．９％となり、前年度に比べて

　　　０．５ポイント減少した。内訳をみると、上水道が５５．２％、簡易水道が６０．６％となり、前年度

　　　に比べてそれぞれ０．５ポイント、０．８ポイント減少した。

　　  　１人１日平均使用量は２８４．８ となり、前年度に比べて１．２ 減少した。内訳をみると、上水道

　　　が２８７．０ 、簡易水道が２７０．８ となり、前年度に比べてそれぞれ０．７ 、４．５ 減少した。
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表－２－１（５）　水道の利用状況

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増　減 (c) 増減率（％）

 項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

 上 水 道 102,590 102,697 99,883 98,321 97,783 △ 538 △ 0.5 

 簡易水道 16,231 16,274 15,785 15,773 15,607 △ 166 △ 1.1 

計 118,821 118,971 115,668 114,094 113,390 △ 704 △ 0.6 

 上 水 道 86,285 86,690 84,588 83,523 82,903 △ 620 △ 0.7 

 簡易水道 13,080 13,207 12,758 12,797 12,428 △ 369 △ 2.9 

計 99,365 99,897 97,346 96,320 95,331 △ 989 △ 1.0 

 上 水 道 84.1 84.4 84.7 84.9 84.8 △ 0.1  - 

 簡易水道 80.6 81.2 80.8 81.1 79.6 △ 1.5  - 

平均 83.6 84.0 84.2 84.4 84.1 △ 0.3  - 

 上 水 道 57.8 58.3 56.8 55.7 55.2 △ 0.5  - 

 簡易水道 63.4 63.7 61.8 61.4 60.6 △ 0.8  - 

平均 58.6 58.9 57.5 56.4 55.9 △ 0.5  - 

 上 水 道 288.8 293.3 287.9 287.7 287.0 △ 0.7 △ 0.2 

 簡易水道 272.0 277.4 272.3 275.3 270.8 △ 4.5 △ 1.6 

平均 286.5 291.1 285.7 286.0 284.8 △ 1.2 △ 0.4 

　（注１）有収率＝年間総有収水量÷年間総配水量

　（注２）施設利用率＝１日平均配水量÷１日配水能力

　（注３）１人１日平均使用量＝年間総有収水量÷３６５日（Ｈ２３及びＨ２７は３６６日）÷現在給水人口

（３）建設改良の状況

　　　建設改良費は１１７億５０百万円で、前年度に比べて３３百万円減少した。内訳を見ると、上水道が６

　　４億５４百万円となり、前年度に比べて１５億９９百万円減少した一方、簡易水道が５２億９６百万円と

　　なり、前年度に１５億６６百万円増加した。

　　　企業債による資金調達は６６億６１百万円となり、前年度に比べて１２億９５百万円増加した。内訳を

　　みると、上水道が３０億１２百万円、簡易水道が３６億４９百万円となり、前年度に比べてそれぞれ２８

　　百万円、１２億６７百万円増加した。

　　　この結果、建設改良費に対する企業債の割合は５６．７％で、前年度に比べて１１．２ポイント増加し

　　た。内訳をみると、上水道は４６．７％、簡易水道は６８．９％となり、前年度に比べてそれぞれ９．６

　　ポイント、５．０ポイント増加した。

　　　簡易水道の建設改良費に大きな伸びが見られるが、主な要因として、簡易水道統合に向けた設備投資の

　　増加が挙げられる。

表－２－１（６）　建設改良とその財源としての企業債の状況

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

 項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

 上 水 道 9,017 10,702 8,778 8,053 6,454 △ 1,599 △ 19.9 

 簡易水道 1,929 2,334 2,266 3,730 5,296 1,566 42.0 

計 10,946 13,036 11,044 11,783 11,750 △ 33 △ 0.3 

 上 水 道 4,154 4,891 4,177 2,984 3,012 28 0.9 

 簡易水道 1,022 1,443 1,414 2,382 3,649 1,267 53.2 

計 5,176 6,334 5,591 5,366 6,661 1,295 24.1 

 上 水 道 46.1 45.7 47.6 37.1 46.7 9.6  - 

 簡易水道 53.0 61.8 62.4 63.9 68.9 5.0  - 

平均 47.3 48.6 50.6 45.5 56.7 11.2  - 

（単位：百万円,％）
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（４）経営状況

　　ア　上水道事業

　　(ｱ) 経営状況

　　　　経常収益は１９０億２３百万円で、前年度に比べて４４百万円減少した。これは、主に長期前受金戻

　　　入の減少による。一方、経常費用は１６４億２２百万円で、前年度に比べて７８百万円減少した。これ

　    は、主に支払利息の減少による。これらにより、経常損益は２６億１百万円の黒字となり、前年度に比

 　　 べて黒字額が３４百万円増加した。

  　　　経常収益の経常費用に対する割合である経常収支比率は１１５．８％となり、前年度に比べて０．３

　　　ポイント増加した。　　

　　　　経常利益に特別利益を加えた総収益は１９０億４９百万円となり、前年度に比べて２億１５百万円減

　　　少した。一方、経常費用に特別損失を加えた総費用は１６４億３０百万円となり、前年度に比べて８億

　　　１２百万円減少した。これらにより総収益から総費用を差し引いた純損益は２６億１９百万円の黒字と

　　　なり、前年度に比べて黒字額が５億９７百万円増加した。

　　　　総収益の総費用に対する割合である総収支比率は１１５．９％となり、前年度に比べて４．２ポイン

　　　ト増加した。

　　　　累積欠損金を有する事業はなく、前年度と変わりない。

　　(ｲ) 資本収支の状況

　　　　資本的支出額は１１３億８９百万円で、前年度に比べて１５億５４百万円減少した。これは、主に建

　　　設改良費が減少したことによる。

　　　　資本的支出の財源は、企業債及び国庫補助金等の外部資金が４８億３０百万円、過年度分損益勘定留

　　　保資金等の内部資金が６５億４２百万円となっている。
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表－２－１（７）　経営状況

 年  度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

 項  目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

17,188 17,654 17,341 19,264 19,049 △ 215 △ 1.1 

17,175 17,608 17,340 19,067 19,023 △ 44 △ 0.2 

 営業収益 16,596 16,916 16,775 16,720 16,731 11 0.1 

う  料金収入 16,040 16,375 16,153 16,116 16,118 2 0.01 

ち  他会計負担金 26 24 22 25 25  -  - 

 営業外収益 579 692 565 2,347 2,292 △ 55 △ 2.3 

う 他会計補助金 460 434 412 377 359 △ 18 △ 4.8 

ち 長期前受金戻入  -  -  - 1,809 1,773 △ 36 △ 2.0 

15,586 15,531 16,152 17,242 16,430 △ 812 △ 4.7 

15,555 15,499 15,877 16,500 16,422 △ 78 △ 0.5 

 営業費用 13,450 13,453 13,901 14,588 14,616 28 0.2 

う  職員給与費 2,349 2,338 2,299 1,879 1,871 △ 8 △ 0.4 

ち  減価償却費 5,801 5,868 6,036 7,221 7,305 84 1.2 

 営業外費用 2,105 2,046 1,976 1,912 1,806 △ 106 △ 5.5 

2,073 2,017 1,952 1,882 1,784 △ 98 △ 5.2 

 経常損益 1,621 2,109 1,463 2,567 2,601 34 1.3 

1,656 2,124 1,527 2,571 2,606 35 1.4 

(16) (16) (17) (18) (18) (-) (-)

35 15 64 4 5 1 25.0 

(3) (3) (2) (1) (1) (-) (-)

1,602 2,123 1,188 2,022 2,619 597 29.5 

25 37 209  -  -  -  - 

(1) (2) (4) (-) (-) (-) (-)

 -  -  -  -  -  -  - 

19 19 19 19 19  -  - 

 -  -  -  -  -  -  - 

110.4 113.6 109.2 115.6 115.8 0.3  - 

110.3 113.7 107.4 111.7 115.9 4.2  - 

 経常損失 0.2 0.1 0.4 0.02 0.03 0.01  - 

 累積欠損金 0.1 0.2 1.3  -  -  -  - 

 不良債務  -  -  -  -  -  -  - 

　（注１）営業収益に対する割合の算出に当たっては、営業収益から受託工事収益を控除している。

　（注２）（　）書きは事業数である。

表－２－１（８）　資本収支の状況

年　度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

 項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

 建設改良費 9,017 10,702 8,778 8,053 6,454 △ 1,599 △ 19.9 

 企業債償還金 4,964 5,190 4,783 4,880 4,935 55 1.1 

 その他 25 16 5 11  - △ 11 △ 100.0 

14,007 15,909 13,565 12,943 11,389 △ 1,554 △ 12.0 

7,086 7,764 7,025 7,756 6,542 △ 1,214 △ 15.7 

6,881 8,145 6,488 5,187 4,830 △ 357 △ 6.9 

 企業債 4,217 5,302 4,125 2,984 3,012 28 0.9 

内  他会計出資金 803 1,424 983 818 743 △ 75 △ 9.2 

 他会計負担金 23 25 35 44 43 △ 1 △ 2.3 

 他会計借入金  -  -  -  -  -  -  - 

 他会計補助金 24 7 9 11 14 3 27.3 

 国・県補助金 1,213 949 709 816 591 △ 225 △ 27.6 

訳  その他 601 490 627 531 427 △ 104 △ 19.6 
 繰越事業充当財源(△)  - 53  - 17  - △ 17 △ 100.0 

13,035 15,909 13,513 12,943 11,372 △ 1,571 △ 12.1 

972  - 52  - 17 17 皆増 

 -  -  -  -  -  -  - 

972  - 52  - 17 17 皆増 

　（注１）内部資金＝補てん財源合計－前年度からの繰越工事資金＋固定資産売却代金

　（注２）外部資金＝資本的支出－（内部資金＋財源不足額）

 (単位：百万円、％）

 (単位：百万円、％）
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　　(ｳ) 供給単価及び給水原価の状況

　　  　供給単価は１９４．４１円となり、前年度に比べて１．４６円増加した。給水原価は１７４．３５円

　　　となり前年度に比べて０．７７円増加した。その結果、供給単価が給水原価を２０．０６円上回り、料

　　　金回収率は１１１．５％となり、前年度に比べて０．３ポイント増加した。

表－２－１（９）　供給単価と給水原価の状況

年 度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増減率

項 目 (a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

185.90 188.89 190.96 192.95 194.41 1.46 0.8 

1.0 1.6 1.1 1.0 0.8 △ 0.2  - 

91.32 91.06 94.44 87.33 88.25 0.92 1.1 

27.23 26.97 27.18 22.50 22.57 0.07 0.3 

58.92 58.26 63.01 63.75 63.53 △ 0.22 △ 0.3 

177.47 176.29 184.63 173.58 174.35 0.77 0.4 

 資本費 51.5 51.7 51.2 50.3 50.6 0.3 0.6 

 職員給与費 15.3 15.3 14.7 13.0 12.9 △ 0.1 △ 0.8 

 その他 33.2 33.0 34.1 36.7 36.5 △ 0.2 △ 0.6 

 費用合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  -  - 

 資本費 3.1 △ 0.3 3.7 △ 7.5 1.1  -  - 

 職員給与費 11.4 △ 1.0 0.8 △ 17.2 0.3  -  - 

 その他 11.4 △ 1.1 8.2 1.2 △ 0.3  -  - 

 費用合計 3.1 △ 0.7 4.7 △ 6.0 0.4  -  - 

104.8 107.1 103.4 111.2 111.5 0.3  - 

　（注１）供給単価＝給水収益÷年間総有収水量

　（注２）資 本 費＝（減価償却費＋企業債利息＋受水費うち資本費相当額－長期前受金戻入）÷年間総有収水量

　（注３）費用合計＝経常費用－（受託工事費＋附帯事業費＋材料及び不用品売却原価）－長期前受金戻入

　（注４）給水原価＝費用合計÷年間総有収水量

　　イ　簡易水道事業

　　(ｱ) 簡易水道事業の経営状況

　　　　収益的収支では、収入が３２億９３百万円となり、前年度に比べて２８百万円増加した。支出は２１

　　　億３８百万円となり、前年度に比べて１６百万円減少した。これにより同収支の差引は１１億５５百万

　　　円の黒字となり、前年度に比べて黒字額が４４百万円増加した。

　　　　資本的収支では、収入が６４億４３百万円となり、前年度に比べて１６億１９百万円増加し、支出は

　　　７４億２１百万円となり、前年度に比べて１６億３２百万円増加した。これにより同収支の差引は９億

　　　７８百万円の赤字となり、前年度に比べて赤字額が１３百万円増加した。

　　　　収益的収支と資本的収支の収支差引を合わせた収支再差引に、前年度からの繰越金等を加減した実質

　　　収支は２億５１百万円の黒字となり、前年度に比べて黒字額が９３百万円増加した。

（単位：円、％ ）

 その他
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供
給
単
価

28



表－２－１（10）　簡易水道事業の経営状況 （単位：百万円、％）

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 増減(c) 増 減 率

(a) (b) (b)－(a) (c)/(a)

2,362 2,409 2,416 2,483 2,479 △ 4 △ 0.2 

2,341 2,385 2,389 2,454 2,439 △ 15 △ 0.6 

 -  -  -  -  -  -  - 

784 711 1,056 782 814 32 4.1 

755 689 1,020 741 699 △ 42 △ 5.7 

Ａ 3,146 3,120 3,472 3,265 3,293 28 0.9 

1,289 1,294 1,336 1,417 1,432 15 1.1 

297 275 274 292 308 16 5.5 

869 813 749 737 706 △ 31 △ 4.2 

835 785 727 699 672 △ 27 △ 3.9 

Ｂ 2,158 2,107 2,085 2,154 2,138 △ 16 △ 0.7 

Ｃ 988 1,013 1,387 1,111 1,155 44 4.0 

1,219 1,779 1,415 2,382 3,649 1,267 53.2 

1,310 1,374 1,194 1,305 1,329 24 1.8 

55 63 42 7 34 27 385.7 

496 598 599 1,085 1,332 247 22.8 

97 28 37 45 99 54 120.0 

Ｄ 3,177 3,842 3,287 4,824 6,443 1,619 33.6 

1,929 2,334 2,266 3,730 5,296 1,566 42.0 

2,279 2,438 2,009 2,059 2,125 66 3.2 

 -  -  -  -  -  -  - 

 -  -  -  -  -  -  - 

Ｅ 4,208 4,772 4,275 5,789 7,421 1,632 28.2 

Ｆ △ 1,031 △ 930 △ 988 △ 965 △ 978 △ 13 △ 1.3 

Ｇ △ 43 83 399 146 177 31 21.2 

Ｈ  -  -  -  -  -  -  - 

Ｉ  -  -  -  -  -  -  - 

Ｊ  -  -  -  -  -  -  - 

Ｋ 74 5 467 119 120 1 0.8 

Ｌ 248 130 207 138 166 28 20.3 

Ｍ  -  -  -  - 28 28 皆増

Ｎ  -  -  -  -  -  -  - 

Ｏ 131 208 139 165 251 86 52.1 

Ｐ 16 31  - 7  - △ 7 皆減

Ｑ 115 177 138 158 251 93 58.9 

17 17 17 17 17  -  - 

 -  -  - 1 1  -  - 

 -  -  -  -  -  -  - 
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